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高校生が学会参加で得たもの

中山広文 1

1．SSH 研究指定の概要

　 岡 i．［1 ’
宮 高等学 校は，理 数科 ll学年 定 員80 名）

新設 5年目を迎 え る 平成 14年度に ，文部科学省の ス

ーパ ーサ イエ ン ス ハ イス ク
ー

ル （SSH ）研究指定校とな

っ た．こ の 研究指定 の 趣 旨は ，科学技術，理科・
数学

教 育 を重点 的 に 行う学校 をス
ーパ ーサ イエ ン ス ハ イ

ス ク
ー

ル として 指定し，高等学佼及 び 中 高
．・
貰教 育

校 に おけ る理科 ・数学に 重点を置い た カ リキュ ラム の

開発 ，大学や 研究機関 等との 効果的 な連携 方策 に つ

い て の 研 究を推進 し，将 来有為な科学技術系人材 の

育成 に資する ことで ある．

岡 山
．一

宮 高等学校 の 研究 の 概要 は ，並体的 な研究

活動 を行う学校設定科目「課題研究 1 ・H」を中心

に 据 え．関連する教育活動 の 充実を図 り，科学 的 な

素養お よび論理的な思考力．想像力 などの 能力の 育

成 を通して ，創造性 ・
独創性 の 基礎 を培 うとい うもの

で あ る．

　具体的に は ，学 校設定科目「自然科学 入 門 」「ス
ー

パ ーサ イエ ン ス ラ ボ講座」「科学 論文基礎」な ど に よっ

て 培 わ れ る基礎的能力 や 技能 を活 用 して ，問題 の 把

握，情 賑の 収集，仮 説 の 設定，実験 の 計画実施，結

論の 帰結とい う科学 の 方法 の 論理段階 を繰 り返 し体

験させ るとともに，多 面的 に もの を見 た り論理的 に考

え た りす る 習慣 を身 に つ け させ る た め の 教材 を 開発

す るこ とで ある．また ，より高度な内容に も興味
・
関心

を持 っ て 積極的に取 り組 ませ るた め に ，大 学
・
研究

機関と連携 した 理科教育 の 推進 の あ り方に つ い て も

研究す るこ とである，

「課題研究 1 ・則 とは．2 年次 ・3年次 に 理科 ・
数学

に 関する 研 究 テ
ー

マ を決め て ユ年間 グ ル
ー

プ で 研究

を行うもの で ある，こ の 授 業で は ，科学 の 方法 を習得

した り，数学的な論理的思考 を繰 り返 した りしなが ら，

研究を進め ，研究内容 を4回 に わ た っ て 発表 し，最 後

に 論文集として まとめ る．

　 こ の 発表会や 論文集づ くりに 「日本惑星科学会 2001

年秋季講演 会」に 参加 した 生徒た ちが多大な影響 を

V えた事例 が あ る の で 紹介す る，

2，学会へ の参加

　 2‘）Ol 年秋季講演 会 は ，岡 山理科大学を会場 に 開

催さ れ ，学 会の ご 好意 により理数科生 26名が 参加さ

せ て い た だ い た ．研究 発表 ， ポ ス ターセ ッ シ ョ ン ，国

立 天 文台の 小 久保 英
一一

郎先生 に よる 高校生 の た め

の 講演 な ど多彩 な内容で あっ た ，こ の 学 会に参加 し

た 生 徒た ちは，発表の 仕方や質疑，ポ ス ター
の つ くり

方 ， 説明 の 仕方など研究内容の プ レ ゼ ン テーショ ン に

つ い て 高校で は経験で きない 多くの こ とを学ん だ，

　帰校後 ， 生徒た ちが 最初にしたこ とは，小久保英
．一一

郎 先生 の 月の 形成シ ミュ レー
ショ ン をダ ウ ン ロ ードす

る こ とで あっ た ．参加 しなか っ た多くの 生徒に それを

見せ な が ら，聴講した内容 を誇らしげ に 語 っ て い た．

また ， 1い 12　fJは F課題研究」の 発表会に 向け て準備

を行 う時期 で あり，プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン に 夜遅 くまで

取 り組 ん で い た 彼らに 最 も強 烈な 影響を 与えた の

は．学会 で の 質疑応答で あ っ た．自分たちで 予 想さ

れ る 質問 を書き出 し，こ の 質問が 出たらこ の ように 応

1 前　 珂 ［、県 ・：匸岡 1レ 宮 にτ1等学 琉

屍 　 liミ1［，県 蒔梁1了・1正宇治 i男等
’』
デ：
夊
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えるとい うマ ニ ュ アル らしきもの まで つ くっ て い た．

　12月に は ，数学，物理，化学：，生 物，地学 の 5 分野

に分かれ た 分野別発表会を校内で 行っ た ．私は ，物

理担 当で あ っ たが他分野 の 発表 も覗 い て 驚 い た ．そ

れは，発 表時 問より質疑応答 の 時間が 長か っ たか ら

で あ る．発 表は 1時 間程 度と考え午後 5時 に は 終 了

する チ定で あ っ た が ，午後 7時 を超 えた分野 もあ っ

た ，積極的に 質問をして．中身の 充実 を図 ろうとす る

中心 的な生徒こ そ，学会 に 参加 させ て い ただ い た生

徒た ちだ っ た の で ある．

　分野別 の 発表会で 代表とな っ た グ ル ープ は，1月に

校 内および 県内の A 同発表 会に 参加した ．そ こで も

彼 らが積極的 に発 言をし，他校 の グル ープ に対して

も研 究内容を掘 り下げ る ような厳 しい 質問 をした ．図

図 2　 県 内 合 同発 表 会 で の 質問風 景

日本惑星科学 会誌 Vol ．12．NL）．2，21）〔｝3

1は．本校の 「雷の 観測」班 の 研 究発表．図 2は，本校

の 生徒が 質問をして い る・bk　r一で あ る．

　こ の ように 主体的な研究活動 を柱 とする理数科教

育が ．噸調 に 成 果をあげ つ つ あっ た昨年度末，文部

科学省が ス
ーパ ーサ イエ ン ス ハ イス クール CSSH）の研

究開発校 を募集して い るこ とを知り，本佼理数科の取

り組 み は SSH の 研究 開発の ねらい その もの で ある と

甥断し，応募す る こ ととな っ た，そ の 結果 ，研究開発

校として 指定を受けた の で あ る．

3．SSH の取 り組み

　研究 の 概要は次 の 図 3の とおりである．

　主体的 な研究活動 で ある学 校設 定科 目「課 題研 究

i （2年次 ）」「課題研 究 LI（3年次 ｝」を充実させる

た め に は ，自然科学へ の 関心 や 態度 ， 実験 の 基礎的

な技能，論文作成 や プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン 能力 の 育成

が 必要となる．そこ で，学校 設定科目として 「自然科学

人 門 」「ス
ーパ ーサイエ ン ス ラボ講座」「科学論文基礎」

「環境学習」などの 講座を準備 し，課題研 究充実 の た

めに 必要な能力の 育成 を図 ろうと考 えた．

　こ こ で は ，「自然 科学入 門」「ス ーパ ー
サイエ ン ス ラ

ボ講座」「大学との 連携」に つ い て 紹介する．

主体的研究活動

課題研究 II（3年次）

課題研究 1 （2年次）

図 3　 研 究の 概要
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3．1　 「自然科学入門」

　自然 科学 へ の 興味
・
関心 を高 め るた め に，大学 や

研究機関で研究 されて い る内容 を紹 介する授 業で あ

り，事酊指導 と講演 で授業 を構成 して い る．地学分

野 の 内容 は 次の とお りで あ る，

H 年度 旨 地震 とそ の メカ ニ ズム 」

12年度 「地球をめ ぐる風」

13年度 「南極か ら見た 地球46 億年の 歴 史」

14年度 「冂本の 地農 と地 ドプ レートの 動き
一

　　　　巨大地震の 接近 を前に して
一

」

匚13 年度講師】

　岡山大学教育学 部　小 al内豪人助教授

［生徒 の 感想］

・南極 の こ とに つ い て 詳し く知 る ことが で き興味を持

　 っ た ．

・先生 の 溝演 は ス ラ イド．ビ デ オ な ど今 ま で とは 違 っ

た 講演 で とて も楽 しか っ た ．南 極 に つ い て の 興味

が わい て ，将 来機会 が あ れ ば行 っ て み た くな っ た ，

・南極 の 宕 石 に は ，磁 石 が くっ つ い た り，宝 石 が 入 っ

て い たりして驚 い た ，南極 の 生活 や ヘ リコ プ ターの

値段 に も驚か さ れ た ，南 極が 身近 な もの に な っ た よ

うに 思 っ た．

・先生 に は 迫力が あ りました ，世界 規 模 の 話 だ っ た

の で 本 当に 何もか もが 興 味 深 か っ た ．この ように 先

生 が 熱 弁 さ れ る と そ の ノ∫向 に 興 1宋 を そ そ られ る ．

欠席し な くて 良か っ た．

・南極 で 調 査す る とい え ば 寒 さとか 氷 の こ とだ ろ うと

思 っ て い た が ，岩石 を 調 べ ると 聞 い て 今 まで の イメ

ージ と違 っ て 驚 い た ．先 生 の 溝演 を聴 い て ，楽 し

そ うで 本 当 に 羨ま しく思 っ た ，僕 も好 きな こ とに
一

生懸 命に な っ て 牛 きた い と思 っ た ．

・先生 の 生 き方が とて も羨 まし く思 えた．年末も年明

けも探索 に 明 け 暮 れ て い る と語 され て い た が ，そ

の 表情 は とて も楽 しそ うだ っ た．

77

図 4　 南極 大 陸の 講演 風景

図 5　 南極 大 陸 の 岩 石

［14 年度講師］

　岡 山 理科大学総合情報学部　弘原海清教授

［生徒 の感想］

・
警戒宣 言で 1日に 7〔〕oo 億 FiJも失われ るの に驚い た，

・
予知 は 難しい が い ろい ろ方法が あることが 分か っ た，

・地震技術 の 最先端の 話を聞け，とて も勉強になっ た．

3．2　 「ス ーパ ー
サイエ ン ス ラボ講座」

　 2年次 の 「課題研究 「」を充実させ る た め，基礎的

な実験技能や データ 処理 能力 を養 うこ とをH的 に 開

設した 講座 で あ る，内容 は，理科 4分野 の 基礎 的な

実験 ， 実験デ ータの 数値的 処理 、実験結 果の 考察な

どを題材とした実験 ・
実習 で あ り，生徒 8人の 少人数

グ ル ープ が 1 年間です べ て を体験 す る ように授業は

組まれ て あ る，題材
．
は ，9題 材 で ありそ れ ぞ れ の 概略

は 次 の とおりで ある．

a．ミ ク ロ の 世界 ：光学顕微鏡 と電子顕微鏡 の 使い 方

　に 関する 基礎技能の 習得および紐織 の 観察

h．バ イオ テ クノ ロ ジーの 基礎 ：動物細胞培 養 に 関す る
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　基礎技能 の 習得および機能 の 異なる顕微鏡 で の細

　胞の観察 （生命ユ：学に 関する IEしい 認識 ）

c．遺伝 子サイエ ン ス ：DNA を抽 出す る技能の 習得

　（遺伝子発現 に 関す る 正 し い 認識）

d，もの づ くり：物理実験に必要 な電気回路 基盤 の 加

　工 など実験機器づ くりに関する 技能の 習得

e．物理 計測 ：物理量 を正 しく測定する方法や技能 の

　習得

f．化学実験 の 基本操 作 ：実験 の 基本操作 を亜視 した

　物質の 分析と同定

g．中和滴定 ：中和滴定 の ため の 精緻 な技能の 習得

h，岩石 ・鉱物 の 顕微鏡観察 ：偏光顕微鏡 の 使 い 方に

　関する基礎技能の 習得お よび 岩石
・鉱物 の 同定

i．統計解析の 基礎 ：実験データの 整理 と解析および 統

計 ソ フ トを利用 した 区間推定 ・検定の T・法の 習 得

　岩石 ・鉱物 の 顕微鏡観察に つ い て 簡 単 に 紹 介す

る．こ の 実習 の 目標は ，偏光顕 微鏡の 基本操作が で

きる こ と，．主 要 7種の 造岩 鉱 物が 同定 で きる こ と，そ

れ によ り6種の 火成岩が同定 で きる こ とで あ る．授 業

後 の 感想 は ，自分 で 岩石 プ レ パ ラ
ー

トをつ くっ て 観察

した い
， 岩石 の 見 方が変 わ っ たなど次 へ の ス テ ッ プ

が 期待 で きるもの で あ っ た．

3．3　 「大学との連携」

　 平成 15年度か ら岡山大学理 学部数学科，物理学

科，化学科 の 専門 基 礎科 Hまた は 導門科凵の 授業を

高校生が受講で きるように ，「岡 ［［1大 t，“との 連携教育

［1本惑 星科学会誌 Vc｝凵 2．Nし｝ユ 2｛X　3

実施要項」を作成した．具体的 に は，3学科の 当該講

義 を岡山大学の 金曜 El　5校時 U6 ：00 〜17；30）に 設定

し，高校で の授 業が終 ∫した 後大学へ 移動 して受講

す る こ ととした ．受講科目は ，「代数学 と幾何学 ［」

「力学、「物理化学 1」である．試験，出席状況 などを

総 合的に評価して ，それぞれ を1
‘
理数数学 II」「理数

物 理」「理数化学」の 増 加単位 として 認定するこ とにし

て い る，

　 また．本年 度 は ，東京 ：1：業大学 の 通 信衛 星 シ ス テ

ム に よ る高 ； 大連携プ ロ ジ ェ クトに 参加 し，前期 は ，

石川謙先生 の 「化学第
・1の 講義 を 3 年生 11名が 14

回聴溝し，そ の うち 12回以一ヒ聴講した もの に つ い て ，

東京．L業大学 か ら受講証明書が 発行され た ．また ，6

月に は 、石川 謙先 生 が補講 の た め 来校，直接指導を

受け た．後期 は ，本川達雄先 生 の 「基礎生 物学 A 」の

講 義を 2 年生 13 名が 14回聴講 した ．また ，3 月に 本

Jl「達雄先 生 が 補講の た め に 来校，歌う生物学者 の 逸

話と歌を直接聴くこ とが で きた．

　前期の 受講証明書を与えられ た 6 名の うち，5 名が

国 “f二大学 の AO 入試，推薦入試 に 合格した．彼らは ，

概 念的に難 しい こ とは ，高校生 に とっ て も大学生 に と

っ て も同 じで あるとい う持論 で 授 業 を展 開 され た 石

川謙先 生 の 講 義を最 後 まで 受講 した 生 徒 た ちで あ

る．また，こ の 生徒 たちは，日本惑果科学 会 2001 年秋

季講演会 に全 員参加 して い る．

　 さらに 本年度 は，SSH 研究 指定 記念 シ ン ポ ジ ウ ム

を「創造性 とは 何 か
一

ノーベ ル 賞 の 萌芽 を探 る
一」と

い うテ ーマ で 開催 した ．大学教授 と理 数科 の 生 徒が

パ ネ リス トとなり，創造性 とは 何 か に つ い て活発 な討

論が 行わ れ た．

4 ． 学会参加の成果と今後の 要望

　た学進学 を．F眼 とす る 本校に とっ て ，主体的な研

究活動を高等学校の 教育課程 の 中に 組 み 込む こ とに

つ い て は 困難 も多 い ，しか し．今まで 述 べ た とお り，
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自然 科学 に対 す る知i的好 奇
：
心や自分 で 探 多ヒしたい と

い う情熱 にあ ふ れて い る高校生 に 高等教育機 関や 学

会へ の 何 らか の 接点 を与えるこ とで，驚くほ どの 変容

を見せるの で あ る．そ の 変容 が 他 の 生徒や 後輩に 大

きな影響 を与え，学校全体 の 雰囲 気を盛り ヒげ ，相

乗効果として ，SSH の研究指定に値する教育実践 が

可 能に なっ た の で あ る．科学系 の 部活動 に もカ を人

れ て い る が ，現在，天 体観測 の 好きな科学 部員 m 名

は ，目本天 文学 会の ジ ュ ニ ア セ ッ シ ョ ン に 撮場す る た

め に 流 星の 観測 や木星 の 衛 星 の 相 圧食 の 観測 に 情

熱を燃 や して い る ．図 7は ，観測 の 計画 を話し合 っ て

い る風 景で あ る．

　貴学会 に 参加 した 生徒 た ちの 活躍 に よっ て，本校

理 数科 の 教育実践 が 大 きく前進 した こ とを報告させ

て い た だきますとともに ，学 会員 の 皆様 に お 礼 を 申 し

．ヒげます．今 後も高校生 に こ の ような機会を 与えて く

だ さ い ます ようお 願 い い た し ます ．最後 に な りまし た

が ，報 告の 機 会 を与．えて くだ さ っ た 、ぐん ま 大 文台濱

根 先生．岡 LEI理 科大 学 野 瀬 先 生 ，そ して ，遊 星 人 編

集 部の 皆様に 心 か ら 感謝 申 し トげ ます．

図 7　木 星観測の 計 画 を立 て て い る風 景
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